
自己紹介
榑松佐一(個人会員）

コープあいち職員

93年にベトナム調査に参加
2000年～労働団体役員（～19）
07年にベトナム人研修生の相談
08年フィリピン・ベトナム調査

2009年ベトナム政府訪問
2015年SNS相談室

2019年コープあいち復職
2019年ベトナム訪問

2023年JP-MIRAIスタディツアー

➡「ＮＣ９」（10月18日）



活動紹介 ②制度改善
相談を整理して国
に要請、名古屋入
管局長と懇談⇩

③多文化共生
県内の様々な団体と協力

①実習生相談室
代理人として技能実
習機構に申告
ワールドコラボフェスタ⇩
（↓）



〇エピソードではなくエビデンスを
「移籍できない実習制度は奴隷労働」
〇産業別失踪率の実態⇒建設業が二倍
〇借金の多いベトナム、カンボジア人が失踪
ベトナムでの仲介料、借金

〇様々な立場からの発信
 受け入れ側、送り出し側、実習生、支援者

国・地方行政、各産業、業界・・

〇海外の実態をふまえて
 海外の移住労働の実情

経済発展と賃金上昇、+急速な円安



 ベトナムから帰国した日に人権部会からヒヤリング（7/29）

ＪＰ-ＭＩＲＡＩへの期待



態度が悪い、些細
なミスで罰金、解
雇、強制帰国
機構に相談しても

移籍に何カ月もか
かる、その間の生
活費が払えない

2段ベッドで月3万
円の寮費＜監理団
体寮費は規則がな
い

入社3か月。仕事のミスで
解雇・帰国

「やむを得ない事由」
があっても移籍困難

検品・納品後に不良品30個
15万円の罰金か帰国

機構は申告を受け付けず
母国語相談は法テラス紹介



 業界に影響力を持つ企業が実質支配

 試験機関が会員企業に便宜

問われる監理団体と
特定企業との関係

「弊社の再試験3名のために
ご配慮をいただき････」


